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   b 

EXP.J.で分離する 

   a 

５０㎡以下かつ 

A／２０以下 

NO NO ３ 建築物全体で 

   許容応力度等計算（※） 

２ 耐震診断基準に 

適合すること（※） 

１  現時点での耐震性  

が維持できること 

YES YES 

※既存部分には仕様規定は 

遡及適用されない 


